
古
代
の
地
震
の
記
録

東
日
本
大
震
災
は
明
治
以
来
の
日
本
の
自
然
災
害
と
し
て
は
大
正
十
二
年
の

関
東
大
震
災
に
次
ぐ
犠
牲
者
を
数
え
る
こ
と
に
な
り
、
戦
後
最
大
の
国
難
と
い

わ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
四
か
月
近
く
を
経
た
現
在
も
な
お
七
千
数
百
名
の
方

々
が
行
方
不
明
の
ま
ま
で
あ
り
、
十
一
万
名
に
の
ぼ
る
方
々
が
（
六
月
二
十
三

日
現
在
）
避
難
所
や
避
難
先
で
の
不
自
由
な
仮
住
い
を
強
い
ら
れ
、
半
壊
状
態

の
自
宅
に
無
理
し
て
暮
ら
す
方
々
も
多
数
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
復
興
へ
の
街

づ
く
り
は
い
ま
だ
道
遠
し
の
状
態
で
あ
り
、
原
子
力
発
電
所
の
放
射
能
拡
散
に

至
っ
て
は
長
年
月
に
わ
た
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
、
警
戒
区
域
内
で
は
全
住
民
が

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
い
わ
ば
復
興
以
前
の
状
態
と
い
え
ま
す
。
被
災
者
の

皆
様
の
一
日
も
早
い
生
活
の
安
定
と
原
発
問
題
の
収
束
、
そ
し
て
地
域
の
復
興

再
生
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

千
年
に
一
度
の
巨
大
地
震
と
い
わ
れ
、
平
安
初
期
、
西
暦
八
六
九
年
の
貞
観

地
震
の
こ
と
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
貞
観
地
震
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
八
・
三
と
推
定
さ
れ
る
三
陸
沿
岸
の
巨
大
地
震
で
、
当
時
の
歴
史
書
『
三
代

実
録
』
に
、
城
郭
等
の
倒
壊
多
数
に
の
ぼ
り
、
津
波
が
多
賀
城
下
を
襲
い
、
千

人
以
上
の
溺
死
者
が
あ
っ
た
と
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
数
年
お
き
に

推
定
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
ク
ラ
ス
の
地
震
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
古
代

の
地
震
の
最
初
の
記
録
と
し
て
は
、
日
本
書
紀
に
允
恭
天
皇
の
五
年
（
四
一
六

年
）
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
推
古
天
皇
の
七
年
（
五
九
九
年
）
に
は
倒
壊
家
屋

の
記
事
が
あ
り
、
地
震
被
害
の
最
古
の
記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
天
武

天
皇
の
十
三
年
（
六
八
四
年
）
に
は
、
四
国
か
ら
東
海
沖
の
地
震
で
巨
大
津
波

が
襲
い
、
土
佐
で
十
二
平
方
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
沈
下
し
て
海
と
な
っ
た
と
の
記

述
が
あ
り
、
最
古
の
津
波
の
記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。

想
定
外
の
巨
大
地
震
・
巨
大
津
波
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
災
害
の
大
き
さ
を

従
前
の
知
識
か
ら
想
定
し
、
そ
れ
以
上
の
も
の
は
来
な
い
と
す
る
の
は
、
い
わ

ば
人
智
人
力
を
も
っ
て
神
意
を
推
し
量
る
こ
と
で
あ
り
、
最
先
端
の
技
術
を
以

て
あ
ら
ゆ
る
災
害
は
防
げ
る
と
す
る
の
は
、
人
間
を
全
知
全
能
で
あ
る
と
す
る

思
い
上
っ
た
考
え
方
だ
と
い
え
ま
す
。
そ
う
で
は
な
く
て
想
定
外
の
災
害
は
常

に
起
り
う
る
も
の
で
あ
り
、
災
害
が
起
っ
た
と
き
に
ど
う
す
る
か
を
常
に
念
頭

に
置
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
現
在
の
科
学
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
ご
く
一
部
の
こ
と
が
ら
で
あ
り
、
天
地
自
然
の
動
き
に
対
し
て
も
っ
と
謙
虚

に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
地
球
の
歴
史
数
十
億
年
の
間
に
い
か
に
多
く
の

地
殻
変
動
が
繰
り
返
さ
れ
た
か
を
考
え
る
べ
き
だ
と
い
え
ま
す
。
災
害
は
天
の

警
鐘
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
国
家
社
会
全
体
が
反
省
す
べ
き
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

饗
宴
祭
神
饌－

堅
田
鮒
包
み
焼
き

堅
田
鮒
は
源
五
郎
鮒
の
別
称
。

天
智
天
皇
崩
御
の
の
ち
跡
を
継
が
れ
た

弘
文
天
皇
は
、
吉
野
に
隠
棲
さ
れ
た
と
い

う
大
海
人
皇
子
（
天
武
天
皇
）
の
動
向
に

不
安
を
抱
か
れ
、
周
囲
の
助
言
も
あ
っ
て

討
伐
を
図
ら
れ
ま
し
た
。
弘
文
天
皇
の
妃

の
十
市
皇
女
は
大
海
人
皇
子
の
皇
女
で
も

あ
り
、
夫
と
父
と
の
間
で
悩
む
な
か
、
父

を
助
け
る
た
め
、
包
み
焼
き
に
し
た
堅
田

鮒
の
腹
中
に
密
書
を
入
れ
て
、
吉
野
の
父

近
江
神
宮
日
供
神
饌
講

新
版
第
十
号

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

饗宴祭神饌の堅田鮒包み焼き

本
年
の
日
供
神
饌
講
講
社
大
祭
・
饗
宴
祭
は
、
六
月
三
十
日
、
愛
知
県
岡
崎

市
講
元
講
員
の
皆
様
に
よ
り
大
膳
職
以
下
所
役
を
ご
奉
仕
い
た
だ
き
、
賑
々

し
く
斎
行
で
き
ま
し
た
。
ご
報
告
と
と
も
に
講
員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。



君
の
も
と
へ
夫
君
側
の
臨
戦
準
備
を
伝
え
、
大
海
人
皇
子
の
早
々
の
蜂
起
に
つ

な
が
っ
た
と
の
説
が
、
鎌
倉
時
代
の
説
話
集
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

鎌
倉
時
代
の
名
歌
集
『
新
撰
六
帖
』
に
収
め
る
藤
原
家
長
の
歌
に

い
に
し
へ
は
い
と
も
か
し
こ
し
堅
田
鮒
包
み
焼
き
な
る
中
の
玉
づ
さ

と
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

四
條
流
の
料
理
書
に
は
結
び
昆
布
・
串
柿
・
栗
な
ど
を
入
れ
た
特
別
の
調
理

法
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
友
天
神
社

今
回
の
饗
宴
祭
は
愛
知
県
岡
崎
市
の
講
元
講
員
の
皆
様
に
ご
奉
仕
い
た
だ
き

ま
し
た
。
岡
崎
市
内
に
は
西
大
友
町
と
い
う
地
名
が
あ
り
、
弘
文
天
皇
（
大
友

皇
子
）
を
お
祭
り
す
る
大
友
天
神
社
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
各
地
に
弘
文
天
皇

に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
あ
り
、
お
祭
り
す
る
神
社
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
代
表
的

な
一
つ
で
す
。
壬
申
の
乱
の
の
ち
大
友
皇
子
は
従
者
と
と
も
に
当
地
に
落
ち
延

び
て
住
み
着
き
、
そ
の
従
者
の
子
孫
が
お

祭
り
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
く

に
は
御
陵
伝
説
地
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
同

町
内
の
玉
泉
寺
と
い
う
寺
院
は
、
近
江
か

ら
捧
持
し
た
三
体
の
仏
像
の
一
つ
を
奉
安

し
て
大
友
皇
子
が
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
、

当
初
は
白
鳳
山
の
山
号
で
称
せ
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。
氏
子
の
皆
様
に
は
近
江
神

宮
創
建
当
初
よ
り
崇
敬
い
た
だ
き
、
代
表

者
に
は
饗
宴
祭
の
他
に
も
例
祭
を
は
じ
め

毎
年
何
回
か
参
列
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

轟
太
鼓

近
江
神
宮
で
は
外
拝
殿
に
あ
る
大
太
鼓
を
毎
朝
夕
に
鳴
ら
し
て
時
を
知
ら
せ

て
い
ま
す
。
こ
の
太
鼓
は
昭
和
五
十
二
年
四
月
二
十
九
日
、
昭
和
天
皇
の
ご
在

位
五
十
年
の
年
に
当
た
っ
て
そ
の

奉
祝
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
崇
敬

者
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
で
あ
っ
た
皇

尊
会
の
提
唱
に
よ
り
、
多
く
の
奉

賛
者
の
拠
金
に
よ
っ
て
奉
納
い
た

だ
い
た
も
の
で
す
。
天
智
天
皇
十

年
の
漏
刻
を
初
め
て
設
置
し
用
い

た
時
の
日
本
書
紀
の
記
事
に
、
鐘

鼓
を
打
ち
時
を
知
ら
せ
た
と
あ
る

の
に
も
と
づ
き
、
時
報
の
太
鼓
を

設
け
た
も
の
で
す
。
周
知
の
と
お

り
こ
の
記
事
が
時
の
記
念
日
の
由

来
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
午
前
七
時
と
午
後
五
時
に
太
鼓
を
打
ち
、
大
津
京
の

昔
さ
な
が
ら
に
時
を
知
ら
せ
て
い
ま
す
。

本
年
後
半
の
祭
典
行
事

七
月
七
日
午
前
十
一
時

燃
水
祭

七
月
二
十
日
午
前
九
時

献
灯
祭

昨
年
に
引
き
続
き
納
涼
祭
に
か
え
て
献
灯
い
た
だ
い
た
方

の
祈
願
を
行
う
献
灯
祭
を
行
い
ま
す

七
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日

全
国
高
等
学
校
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
選
手
権
大
会

八
月
二
十
一
日
午
後
一
時

献
書
祭

八
月
二
十
四
日
午
前
十
一
時

弘
文
天
皇
祭

十
一
月
三
日
午
後
〇
時
三
十
分

流
鏑
馬
神
事

十
一
月
七
日
午
前
十
一
時

御
鎮
座
記
念
祭

十
二
月
一
日
午
前
十
時

初
穂
講
大
祭

近
江
神
宮
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
カ
ラ
ー
で
見
ら
れ
ま
す
。
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大友天神社

重量 150貫（460cm）

直径 115cm 胴横幅 135cm


